
　

６
月
２１
日
、済
州
大
学
校（
大

韓
民
国
）の
ホ 

ヒ
ャ
ン
ジ
ン
総
長
、

カ
ン 

ヨ
ン
フ
ン
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
、イ 

グ
ァ
ン
マ
ン
工
学
部

長
、カ
ク 

ヨ
ン
ス
ク
医
学
部
長
、

カ
ン 
チ
ョ
ル
ウ
ン
工
学
部
副
学
部

長
が
片
峰
茂
学
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。 

　
一
行
は
、６
月
２１
日
か
ら
２３
日

に
か
け
て
本
学
で
開
催
さ
れ
る

「
第
１１
回
長
崎
大
学
・
済
州
大
学

校
科
学
技
術
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」に
出
席
す
る
た
め
、来
学
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　

片
峰
学
長
と
の
懇
談
に
は
、本

学
側
か
ら
清
水
康
博
工
学
部
長
、

石
松
隆
和
工
学
部
教
授
、チ
ョ
ン 

ビ
ョ
ン
ド
ク
教
育
学
部
教
授
ら
が

出
席
し
、共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
説
明
や
両
大

学
間
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
の
実

現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
調
整

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 
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８
月
１０
日
、国
際
原
子
力
機

関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス

本
部
のR

ethy K
ieth C

hhem

部
長
が
片
峰
学
長
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。 

　

同
本
部
長
は
、Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
長

崎
大
学
と
の
新
た
な
連
携
の
協

議
の
た
め
に
来
学
さ
れ
た
も
の
で
、

片
峰
学
長
と
の
懇
談
は
、本
学
医

歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
山
下
俊
一

研
究
科
長
を
交
え
て
、国
際
原
子

力
機
関
の
紹
介
や
意
見
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。懇
談
の
最

後
に
は
、「N

agasaki people 

済
州
大
学
校
の

ホ 

ヒ
ャ
ン
ジ
ン
総
長
一
行
が

表
敬
訪
問 

have the m
oral authority 

to 
advocate 

a 
w
orld 

w
ithout 

nuclear 
w
eap-

ons 
and 

to 
prom

ote 
a 

peaceful w
orld.

」（
長
崎
の
人

た
ち
は
、核
な
き
世
界
を
提
唱
す
る

道
徳
的
権
威
と
と
も
に
、平
和
な
世

界
を
実
現
す
る
大
き
な
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。）と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
託

さ
れ
ま
し
た
。

（左から）片峰学長、Rethy Kieth Chhem部長、
山下研究科長 

国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
本
部
長
が

片
峰
学
長
を
表
敬
訪
問

　

８
月
９
日
、原
爆
犠
牲
者
慰

霊
祭
が
、医
学
部
記
念
講
堂
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
慰

霊
祭
は
、原
爆
死
没
者
教
職
員

と
学
生
８
９
７
人
の
御
霊
を
慰

め
る
た
め
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、被
爆
６５
年
目
と
な
る
今
年

は
、ご
遺
族
、医
学
部
長
、教
職

員
ら
約
３
５
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
松
山
俊
文
医
学
部

長
か
ら
、「
私
た
ち
が
す
る
べ
き

こ
と
は
、原
爆
の
被
害
者
の
姿

を
、そ
し
て
言
葉
で
綴
る
多
く
の

被
爆
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
に
広

く
世
界
へ
伝
え
続
け
、被
害
者

の
顔
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、

原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
１１
時

２
分
に
、参
列
者
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、原
爆
投
下
当
時
、長

崎
医
科
大
学
に
在
学
中
で
あ
っ

た
築
城
ク
リ
ニ
ッ
ク（
長
崎
市
）

の
築
城
士
郎
院
長
か
ら
、当
時

の
惨
状
を
追
想
す
る
お
話
を
い

た
だ
い
た
後
、参
列
者
全
員
に

よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

つ
づ
い
て
、国
際
ヒ
バ
ク
シ
ャ

医
療
活
動
に
尽
力
す
る
山
下
俊
一

教
授
か
ら
、故
秋
月
辰
一
郎
先
生

の「
死
の
同
心
円
」を
引
用
し
て
、

原
爆
の
実
相
に
つ
い
て
の
講
話

が
行
わ
れ
ま
し
た
。最
後
に
、ご

遺
族
を
代
表
し
て
角
尾
澄
夫
氏

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、慰

霊
祭
は
終
了
し
ま
し
た
。 

原
爆
犠
牲
者

慰
霊
祭
を
挙
行

式辞を述べる松山医学部長

講話をする山下教授

被爆時の惨状を語る築城氏

ご遺族代表の挨拶を述べる角尾氏 参列者による献花
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ホ ヒャンジン総長一行と本学関係者  




